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令和３年第５回伊賀市議会（定例会） 教育民生常任委員長報告 

議案３件 令和３年９月16日審査 

議案 

番号 
件  名 質  疑 答  弁 意  見 

議決 

結果 

80 伊賀市特定教育・保育施設及び

特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一

部改正について 

― ― ― 

可決 

（全員） 

81 伊賀市家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

過去に、開設したいという相談を受け

たことはあるか。 

特に相談は受けていない。 ― 
可決 

（全員） 

83 伊賀市公民館条例の一部改正

について 

地区公民館に併設されている図書館分

館は、当面の間、残していくということ

か。 

 

社会教育指導員を３名とした根拠は。 

 

 

 

 

 

生涯学習支援員の配置について、旧上

野市の方式で進めていくことに不安を

感じるといった郡部からの声はない

か。 

 

 

 

市民向けには、中央公民館は生涯学習

センターという呼び方で親しまれてい

くことになるのか。また、そうであれ

上野図書館の移転に併せて整備して

いきたいが、当面の間、残していく

予定である。 

 

各住民自治協議会単位で生涯学習活

動をしていくことが基本となるが、

初めて生涯学習支援員を配置する地

域もあるため３名必要であると判断

した。 

 

旧上野市に合わすということではな

く、各住民自治協議会で行っている

生涯学習をサポートしていくために

は、そこに支援員を１人配置するこ

とで、より活性化につながると考え

ている。 

 

呼び方については、そのとおりであ

る。条例に公民館の名称は残るた

め、整合は取れている。 

【賛成】分館や地区公民

館が条例から無くなる

ため、地区市民センター

が、全ての社会教育を包

含したひとつの拠点と

して住民に使われてい

くということが担保さ

れるよう、伊賀市地区市

民センター条例の中に

組み込んでいくことな

どを求める。 

 

【反対】地区公民館を廃

止することで、市民の自

由な学びを将来的に脅

かす危険をはらんでい

る。また、地区公民館が

廃止されれば、図書館分

館は将来的に廃止され

る流れとなるはずで、市

可決 

（多数） 
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議案 

番号 
件  名 質  疑 答  弁 意  見 

議決 

結果 

ば、文化振興ビジョンでは「公民館等」

という言葉で記載されているが、整合

は取れているのか。 

 

指定管理を受けた場合、生涯学習支援

員をどのように探すのか。 

 

生涯学習支援員を会計年度任用職員と

して配置する際には、地元の人かどう

かを考慮するのか。 

 

現在、上野東部地区市民センターに配

置されている職員は４名となっている

が、その理由は。 

 

 

上野東部地区の生涯学習支援員が１名

のままでは負担が大きくなるのではな

いか。 

 

 

新しい体制については、教育委員、社会

教育委員にも会議の場で伝えているの

か。また、その際に反対等の意見はあっ

たか。 

 

地域を回って説明をした際には、どん

な声があったか。 

 

 

 

 

 

 

指定管理者が地域の人などを生涯学

習支援員として雇用する。 

 

基本は公募だが、地元の生涯学習に

精通した人を配置するのが望ましい

と考えている。 

 

人口規模が大きく、事務量も多いこ

とを考慮して、センター職員３名と

社会教育推進員１名を配置してい

る。 

 

問題ないと考えているが、実際に配

置した後、状況に応じて自治協と協

議していくことが必要とも思ってい

る。 

 

令和３年２月に報告し、特に意見は

なかった。 

 

 

 

生涯学習が公民館教室とイコールと

考えている人が多く、生涯学習の範

囲を改めて説明することで、理解を

得た。 

民や子どもたちにとっ

て、学びの機会の損失と

なる。 
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議案 

番号 
件  名 質  疑 答  弁 意  見 

議決 

結果 

 

地区市民センターが生涯学習の拠点に

なると思われるが、それを説明してい

く必要があるのではないか。 

 

 

そのような考えに基づき、説明して

いる。 

 

 


